
大仙市立豊成小学校（秋田県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

単元内自由進度学習や複線型の学びを進める際に欠かせない
のが、「学びの手引き」や「学習計画・振り返りツール」であると考え
る。本校では、Excelや学習支援ソフトを活用して、単元を見通した
学習計画を児童とともに作成した。１時間ごとのめあてや学び方を
記したり、授業後の自らの学び方や理解度について振り返り、次時
以降の学び方を工夫できるように促した。
下学年や年度当初の上学年では、課題解決のための方策をいく
つか提示し、児童がそこから選択し、課題解決にあたるようにした。
また、その学び方が適切だったのかを振り返ることを促した。学習に
困難さを抱えている児童にとって、他者参照をすることで、やるべき
ことが分かったり、友達の考えを参考にしたりできるため、学習に向
かう意欲が向上が見られた。

【取組内容】 児童の自己調整を支える学習シート・学びの手引きの工夫

↑学習計画・振り返りシート

←↓学びの手引き
↑いまドコシート

今、どの内容を学習しているのかを見
合うことができる。また児童の進捗状況
について教師が把握できる。

児童が複数の方法の中
から学び方を選択できる
ように、選択肢を示す。
チェックポイントの観点を
示し、児童が学ぶ道筋を
示す。
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